
 

  

海外派遣留学生 
アメリカ・シラキュース大学 

留学報告書 

 

[1] 参加した語学コースの時間数／科目名（受講科目・複数可） 

・授業時間数：Oral：１８０,Textual：１８０,Accuracy：１２０ 

・科 目 名：Oral, texual, and accuracy 

 

        

[2] 授業内容について教えてください。 

（クラス人数、国籍割合、担当の先生、授業方法、使用教材等） 

・約 10 人ほどで１クラスが構成されます。 

・国籍割合：日本人 4 人、中国人２人、ブラジル人 1 人、ドイル人 1 人、ウクライナ人 1 人、

カザフスタン 1 人 

・主にアメリカ人、ネイティブの方々がクラスを担当。 

Oralクラスでは、主に会話や教材を基にリスニングを集中的に学ぶ。定期的にリスニングテストがあり、成績に直結

する。 

Textualクラスでは、長文を基に読解し文章構成を学ぶ。そして、アカデミックエッセイの構成、書き方も学ぶ。 

Accuracyクラスでは、英文構成方法を学ぶ。（日常会話から、アカデミック、フォーマルな文章構成）どのクラス

も毎日30分から約1時間ほどの課題があります。 

 

 

 

 

学部学科・研究科専攻 国際学科・国際学科 留学時学年 2 年 

留 学 先 国 アメリカ 大学/機関 シラキュース大学 

期   間 

２０24 年 8 月 19 日 ～ ２０25 年 3 月 24 日 

 長期 計約８ヶ月 

時 間 月 火 水 木 金 土 日 

8:45〜10:15 ○ ○ ○ ○ ○ Free Free 

10:30〜12:00 ○ ○ ○ ○ ○   

13:15〜14:45 ○ ○ ○ ○    



 

  

[3] 課外活動・研修旅行・余暇の過ごし方について教えてください。 

毎週末は、お出かけ、学生主体のパーティーなどに足を運んでいました。その他にも大きな休みは 3 回あり、フロリ

ダ（オーランド、マイアミ、フォートラダテル）や、ニューヨーク郊外や中心街などへ友達と旅行しました。僕は常

に家の外に出るということを心がけていました。 

 

[4] 派遣先でよく使った施設について教えてください。（図書館、学生会館、スポーツ施設等） 

Barnes center, Shine center, 他にも芝の上など。 

[5] 宿舎（寮やホームステイ）での生活について教えてください。 

部屋：１部屋  ４人で使用 

  様子：一階を 3 人、二階を 1 人が使用。しかし、一回のキッチンは 4 人で共有しました。 

 

[6] 留学中に楽しかったこと、苦労したことを教えてください。 

楽しかったこと：日々の小さな日常です。例えば、授業後の友達と遊び、カフェに行った際に横の人との会話や、

夜遅くまで現地の親友と会話をしたりなど。外を歩けば自分よりも何倍もデカく見える学生が歩いていたり、まるで

映画の世界に迷い込んだのではないかと思うような刺激的な日々でした。すべての経験が新鮮で、気づいた頃には自

分の成長を感じられる環境が僕は大好きでした。 

 

苦労したこと：英語力です。行く前から日々英語を使っていたので自信はありました。しかし蓋を開けてみると、

生の英語は僕の想像以上にスピードが早く、現地の友達や生活に慣れるまでの最初の 1 ヶ月はとても苦労しました。

また、僕は現地で熱が出てしまい 2 週間ほど寝込んでしまう時期がありました。その際の日本の保険会社を通してア

メリカの病院へ 1 人で診察する事はとても大変でした。今では病院の専門用語などを学べたのでいい経験です。体の

体調には気をつけてください。 

 

[7] 留学の成果について教えてください 

1) 語学力の向上：最初の頃と比べるとやはりリスニング力、スピーキング力の成長を感じます。街を歩いていれ

ば、周りの人々が何を言っているのか聞こえてきたり、その場で何か予期せぬことが起こったとしても適切に対

応や会話ができたりなど、英語力が上がるごとに日々の豊かさが増してきたことが実感しました。 

 

２）専門知識の向上：専門知識に聞こえないかもありませんが、こちらは僕の実体験です。日本人として英語圏で

あるアメリカへいきなり留学に行くことになれば、英語を使う事への不安や、周りの人が自分のことをどう思ってい

るのかなど不安になることもあるかもしれません。しかし、皆さんが思っているよりも現地の方々、世界の方々は日

本の文化に興味を持ってくれております。なので自分が日本人である事を誇りに思って積極的に新たなことにチャレ

ンジしてみてください。もし新たな友達が欲しい時、綺麗な方に声をかけたい時は自信を持って一本を踏み出してく

ださい。 

 

3） 自己成長など： 

自分に自信がつきました。理由として、現地では頼れる人が数少なく、すべてにおいて自己責任が伴います。

日々の予期せぬトラブルを経験しこの約 8 ヶ月間を耐え抜いたことは自分のこの先の人生を構成する大きな期間

となりました。 



 

  

[8] 来年度に留学を希望する学生へのアドバイスをお願いします！ 

留学を希望する学生は、留学する上で明確な目的、積極的に人と関わる姿勢と柔軟なを姿勢を持ち、多様な経験から

学びを深めてほしいです！  

 

[9] 留学に関する費用の総額について内訳を教えてください。 

項目※詳しく記入して下さい 金額（当時の日本円） 

渡航費（旅行会社に支払った経費） ３０万円 

授業料以外の諸経費（教材費・課外活動・保険料等） 25 万円 

私生活における諸経費（食費・交通費・旅行費） 170 万円 

寮費 １５０万円 

留学に関する費用の総額 ３７５万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

  

 


